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日本列島は、その地理的特性から世界でも稀な自然災害多発地帯となっています
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広島土砂災害（2014年8月）

鬼怒川の氾濫（2015年9月）

御岳山噴火（2014年9月）

熊本地震（2016年4月）
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Ⅰ 防災地理情報

[I-i]
地形特性情報

地表構成物質の違い（強度の違い）を示している地理空間情報

→ ゆれやすさ、崩れやすさ、液状化しやすさ

標高の違いを示している地理空間情報
→ 浸水しやすさ

[I-ii]
災害履歴情報

災害履歴を示している地理空間情報
→ 過去に洪水や津波などが発生した場所

Ⅱ 災害対応時の
地理空間情報

災害時に参照する地理空間情報
→ 災害が起きた際に避難すべき場所や、被災状況を迅速に把握



目 次

3

○はじめに

○防災・減災に役立つ地理空間情報

[I-i] 防災地理情報（地形特性情報）
1. 土地条件図・治水地形分類図・明治期の低湿地データ
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3. 活断層図
4. デジタル標高地形図

[I-ii] 防災地理情報（災害履歴情報）
5. 自然災害伝承碑

[Ⅱ] 災害対応時の地理空間情報
6. 指定緊急避難場所データ
7. 浸水推定図
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１.【防災地理情報（地形特性情報）】土地条件図
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土地条件図とは：地形を山地、台地・段丘、低地、水部、人工地形などに分類し、
地形をわかりやすく示した地図です。

山地斜面等

山地・丘陵または台

地の縁などの傾斜地
。

更新世段丘

約１万年前より古

い時代に形成され

た台地や段丘。

扇状地

河川が山地から平地

に出た地点に砂礫が

堆積してできた地形
。

自然堤防

洪水時に運ばれた砂

等が、流路沿いに堆

積してできた微高地
。

谷底平野・氾濫平野

河川の氾濫により形成され

た低平な土地。

後背低地

河川の堆積作用が比

較的及ばない低湿地

。水はけが悪い。

盛土地・埋立地

低地に土を盛って造成

した平坦地や、水部を

埋めた平坦地。
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治水地形分類図とは：国が直接管理する一級河川の流域のうち主に平野部を対象として、扇状地、自然堤防、
旧河道、後背湿地などの詳細な地形分類及び河川工作物等が色分けされた地図です。
扇状地の広がりや氾濫平野の広がりから、過去の土砂流出の範囲や洪水による浸水範
囲など地域特有の土地の成り立ちが反映されています。

治水地形分類図凡例（一部）

１.【防災地理情報（地形特性情報）】治水地形分類図
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【治水地形分類図・整備範囲】

約52,300k㎡（2020年11月現在）

【土地条件図・整備範囲】

約46,700k㎡（2020年11月現在）

１.【防災地理情報（地形特性情報）】土地条件図・治水地形分類図
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第一軍管地方迅速測図（明治14年） 地理院地図（現在）

明治前期の低湿地データ（地理院地図で表示）

以前水部だったところ

当時の低湿地の状況
がよくわかります。

液状化と関連が深い地形を抽出し、地
理院地図上で重ね合わせ表示。

明治期の低湿地データとは：明治期の地図から「土地の液状化」との関連が深いと考えられる
河川や湿地、水田・葦の群生地などの区域を抽出したデータです。

１.【防災地理情報（地形特性情報）】明治期の低湿地データ
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池

昭和5年2万5千分1地形図

昭和22年11月撮影空中写真

池

明治期の低湿地データ

東日本大震災による
液状化の被害の例

出典：我孫子市液状化対策
検討委員会資料

地震などによる液状化の発生要因は、地下水位の高さや地盤の締まり状態が大きく影響します。明治期の地図を元に
河川や湿地だった場所を示した「明治期の低湿地データ」を有効に使うことで液状化の予測に役立てることができます。

１.【防災地理情報（地形特性情報）】明治期の低湿地データ
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明治期の低湿地データは、関東地区、中部地区、近畿地区が整備されています。

１.【防災地理情報（地形特性情報）】明治期の低湿地データ
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２.【防災地理情報（地形特性情報）】火山土地条件図
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火山土地条件図とは：火山体を地形や構成物質で色分けして表現した縮尺１万分１～５万分１の地図です。過去の
火山活動によって形成された地形や噴出物の分布(溶岩流、火砕流、スコリア丘、岩屑なだれ等)、
防災関連施設・機関、救護保安施設、河川工作物、観光施設等をわかりやすく表示しています。

火山土地条件図「鳥海山」の一部



２.【防災地理情報（地形特性情報）】火山基本図
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火山基本図とは：火山の地形を精密に表す等高線と、道路・建物・防災関連施設等を示した
縮尺5千分1又は1万分1の地図です。精密な地形が表示されているため、
噴火時の防災計画、緊急対策用に利用されています。

火山基本図データ「八丈島II」（基図） 火山基本図データ「八丈島II」（陰影段彩図） 火山基本図データ「八丈島II」（写真地図）
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２.【防災地理情報（地形特性情報）】火山土地条件図・火山基本図

【火山基本図・整備済み火山】

41火山（2020年11月現在）

【火山土地条件図・整備済み火山】

24火山（2020年11月現在）
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２.【防災地理情報（地形特性情報）】火山土地条件図・火山基本図（利活用）

三宅島防災マップ（2012年 東京都三宅村）

火山基本図利用例

有珠山火山防災マップ
（2002年 現在の北海道伊達市・洞爺湖町・壮瞥町・豊浦町 4市町共同作成）

火山土地条件図利用例
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３.【防災地理情報（地形特性情報）】 活断層図

地震断層
地震の際に地表に現れたことが確認された断層。
（地すべり・地盤沈下・液状化等に伴う変状であ
ることが明らかなものは除く）

活断層
最近数十万年間に、概ね千年から数万年の
周期で繰り返し動いてきた跡が地形に現れ、
今後も活動を繰り返すと考えられる断層。

推定活断層

地形的な特徴により、活断層の存在が推定さ
れるが、現時点では明瞭に特定できないもの。

トレンチ調査地点

活断層露頭

活断層の名称

推定活断層（地
表）

推定活断層（地
表）（位置やや不
明確）

推定活断層（地
下）

活褶曲

地形面の傾動方
向

現在も続いている地殻変動によって生じている波状地
形。凸部または凹部を連ねた線で図示。

地形面が、現在も続いている地殻変動によって傾いて
いる場所。最大傾斜方向で図示。

地形的な特徴により、活断層の存在が推定されるが、
現時点では明確に特定できないもの。

推定活断層のうち、位置が不明確なもの。

新しい地層に覆われて、断層地形が地表で確認され
ていないが、既往のボーリングや物理探査によりその
存在が推定された活断層。

活断層の通過地点に調査溝(トレンチ)を堀り、断層運
動の解読調査を行った地点。（これまでに各種調査研
究機関等によって調査が実施されたもの）

最近数十万年間に堆積した砂礫層などを切断し、活
断層であることが確実に判明した露頭。現在は露出
がなくとも記載。

活断層の固有名称。

トレンチ調査地点

活断層露頭

活断層の名称

推定活断層（地
表）

推定活断層（地
表）（位置やや不
明確）

推定活断層（地
下）

活褶曲

地形面の傾動方
向

現在も続いている地殻変動によって生じている波状地
形。凸部または凹部を連ねた線で図示。

地形面が、現在も続いている地殻変動によって傾いて
いる場所。最大傾斜方向で図示。

地形的な特徴により、活断層の存在が推定されるが、
現時点では明確に特定できないもの。

推定活断層のうち、位置が不明確なもの。

新しい地層に覆われて、断層地形が地表で確認され
ていないが、既往のボーリングや物理探査によりその
存在が推定された活断層。

活断層の通過地点に調査溝(トレンチ)を堀り、断層運
動の解読調査を行った地点。（これまでに各種調査研
究機関等によって調査が実施されたもの）

最近数十万年間に堆積した砂礫層などを切断し、活
断層であることが確実に判明した露頭。現在は露出
がなくとも記載。

活断層の固有名称。

トレンチ調査地点
活断層の通過地点に調査
溝(トレンチ)を堀り、断層運
動の解読調査を行った地点

トレンチ調査地点

活断層露頭

活断層の名称

推定活断層（地
表）

推定活断層（地
表）（位置やや不
明確）

推定活断層（地
下）

活褶曲

地形面の傾動方
向

現在も続いている地殻変動によって生じている波状地
形。凸部または凹部を連ねた線で図示。

地形面が、現在も続いている地殻変動によって傾いて
いる場所。最大傾斜方向で図示。

地形的な特徴により、活断層の存在が推定されるが、
現時点では明確に特定できないもの。

推定活断層のうち、位置が不明確なもの。

新しい地層に覆われて、断層地形が地表で確認され
ていないが、既往のボーリングや物理探査によりその
存在が推定された活断層。

活断層の通過地点に調査溝(トレンチ)を堀り、断層運
動の解読調査を行った地点。（これまでに各種調査研
究機関等によって調査が実施されたもの）

最近数十万年間に堆積した砂礫層などを切断し、活
断層であることが確実に判明した露頭。現在は露出
がなくとも記載。

活断層の固有名称。

変位した谷線
断層の横ずれ活動
により変位した谷線

1:25,000活断層図「熊本 改訂版」の一部

活断層図とは：全国の主要な活断層を対象に、断層の詳細な位置、関連する地形の分布等の情報
（1：25,000活断層図）を表示した地図です。
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３.【防災地理情報（地形特性情報）】 活断層図

【活断層図・整備範囲】

地震調査研究推進本部が選定した主要活断層帯114のうち、
89断層帯を整備（うち32断層帯については一部整備）

（2020年11月現在）

（整備対象は、海域にある5断層帯を除いた、陸域の109断層帯）
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３.【防災地理情報（地形特性情報）】 活断層図（利活用）

＜ まちづくり条例-中高層建物の届出について-＞

https://www.nishi.or.jp/jigyoshajoho/kaihatsujigyo/kai
hatsujigyo/tetsuzuki/chukoso.html

熊本地震により地震断層が現れた地点に看板が設置されている

山形県酒田市

酒田市は活断層図を使い、断層等の両
側概ね50ｍ以内に設置されている市有
施設を特定・調査し、調査結果と今後の
対応(強化・移転等)を公表している。

兵庫県西宮市

西宮市内に中高層の建物を建てるとき、国土地
理院の活断層図又は西宮市が作成した地質活
断層図に記載されている断層による影響を受ける
おそれがあると市長が認めた場合、追加の地質調
査を行い、その報告書の提出を求めている。

＜ 酒田市ホームページ ＞

http://www.city.sakata.lg.jp/bousai/bousai/kazan/shiset
suchosakekka.html

http://www.city.sakata.lg.jp/bousai/bousai/kazan/shisetsuchosakekka.html
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４.【防災地理情報（地形特性情報）】デジタル標高地形図
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1:25,000デジタル標高地形図「東京」

デジタル標高地形図とは：地形図と標高データを重ね合わせた地図です。詳細な地形の起伏がカラー表示
された上に、地名、道路、学校等の位置が重ねて表示されているので、居住地の
地形特徴を直感的に理解することができ、洪水、高潮、津波等の浸水被害の把
握に有効な情報です。

1:25,000デジタル標高地形図「江戸川・中川・綾瀬川流域1/6」
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４.【防災地理情報（地形特性情報）】デジタル標高地形図（利活用）

国土交通省 関東地方整備局 荒川下流河川事務所

荒川下流域を対象としたタイムライン（事前防災行動計画）検討会ポスターに使用



４.【防災地理情報（地形特性情報）】デジタル標高地形図

23

国土地理院のウェブ地図である地理院地図では、「自分で作る色別標高図」が作成できます。
自分の見たい場所を、自分で配色を設定して、段彩と陰影効果で視覚的に見ることができます。
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５.【防災地理情報（災害履歴情報）】自然災害伝承碑

自然災害伝承碑とは：
過去に発生した津波、洪水、火山災害、土砂災害等の自然災害に係る事柄（災害の様相や被害の状

況など）が記載されている石碑やモニュメントのことです。
これら自然災害伝承碑は、当時の被災状況を伝えると同時に、当時の被災場所に建てられていることが

多く、それらを地図を通じて伝えることは、地域住民による防災意識の向上に役立つものと期待されます。

自然災害伝承碑

災害教訓を
災害履歴

として地図化

・地形等により受けやすい災害がある。
・災害は同様の場所で再び発生する。

出典:大阪府警察

2万5千分1地形図
における表示イメージ

ウェブ地図「地理院地図」における表示イメージ



５.【防災地理情報（災害履歴情報）】自然災害伝承碑
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自然災害伝承碑に関する情報（位置や伝承内容など）は、2019年（令和元年）６月19日から
ウェブ地図「地理院地図」で順次公開しています。

さらに写真をクリックすると伝承
内容や拡大写真が表示

アイコンをクリックすると
碑名や災害名が表示

※自然災害伝承碑を示すアイコン



伝承碑データのオープン化

自然災害伝承碑の更なる認知度向上・活用促進を図るた
め、2020年（令和2年）8月21日より自然災害伝承碑
データの一括ダウンロード提供を開始しました。

能代市で定期的に開催されている「地元探訪まちあるき」において地理
院地図に掲載されている 自然災害伝承碑（7カ所）を探訪するイベン
トを開催。現地ガイドもあり参加者が地域を歩きながら自然と過去の災
害情報に触れる機会を創出する。

活用事例（秋田県能代市）

＜地元探訪まちあるき＞

自然災害伝承碑めぐりの様子（能代市提供）

27

５. 【防災地理情報（災害履歴情報）】自然災害伝承碑（利活用）
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６.【災害対応時の地理空間情報】指定緊急避難場所データ

災害種別ごとに表示

指定緊急避難場所データとは：
災害の危険から命を守るために緊急的に避難する指定緊急避難場所のデータです。
 2013年（平成25年）6月に災害対策基本法が改正され、市町村長による「指定緊急避難場所」と「指定避

難所」の指定制度が2014年（平成26年）4月から施行されています。
国土地理院では、内閣府、消防庁と協力し、ウェブ地図上に表示できる指定緊急避難場所データ及び指定避

難所データの整備を進めています。
指定緊急避難場所データについて、2017年（平成29年）2月22日から順次公開しています。
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７.【災害対応時の地理空間情報】浸水推定図

浸水推定図とは：SNS上に投稿された画像等と、既存の航空レーザ測量による5ｍDEMを用いて、
浸水範囲と浸水深の空間分布を推定した図です。

※ 浸水推定図の作成に使用する情報源として、SNS画像の他、国土地理院の空中写真や、国土交通省の災害
対策用ヘリコプターによる空撮画像なども適宜併用します。

SNS投稿 位置同定
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７.【災害対応時の地理空間情報】浸水推定図

 SNSや空中写真等の画像
情報から特定した水際の
位置と標高データを用い
て、浸水深の分布を推定

 排水ポンプ車を展開する
際の判断材料として活用

 孤立地点へのアクセス方法
の検討に活用
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７.【災害対応時の地理空間情報】浸水推定図

【倉敷市真備町周辺の浸水推定図】 【倉敷市 洪水・土砂災害ハザードマップ】

倉敷市の洪水ハザードマップで想定していた浸水範囲と、
浸水推定図の推定浸水範囲がほぼ一致した。
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・ 地形とその場所で発生しやすい自然災害とは、
密接な関係があります。

・ 災害は同様の場所で再び発生する可能性が
あります。

本日紹介した、防災・減災に役立つ地理空間
情報を活用し、災害リスクに備えましょう！



ご視聴ありがとうございました


